
下松市上下水道事業審議会

【第２回】将来の見通し
令和８年２月５日（木）
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下松市上下水道局
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第１回審議会のおさらい（令和7年８月27日）

【現状と課題】

・水道事業とは

・経営の仕組み

・会計の仕組み

・下松市水道事業の概要

・経営状況

・施設状況

・資料映像

清浄
きれい

豊富
たくさん

低廉
安価×適正額

公衆衛生の向上

生活環境の改善

【水道法第一条】

清浄にして豊富低廉な水の供給を図り、もつて
公衆衛生の向上と生活環境の改善とに寄与する
ことを目的とする。
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第１回審議会のおさらい（令和7年８月27日）

【現状と課題】

・水道事業とは

・経営の仕組み

・会計の仕組み

・下松市水道事業の概要

・経営状況

・施設状況

・資料映像

借金
返済

健全
経営

水道
料金

浄水

安
心・
安全・安定

建設

水道料金を
いただきます

に努めます

借りたお金を
返します

お金を借ります

に使います

綺麗にした水を
お届けします

水道事業の経営は

独立採算制です
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第１回審議会のおさらい（令和7年８月27日）

【現状と課題】

・水道事業とは

・経営の仕組み

・会計の仕組み

・下松市水道事業の概要

・経営状況

・施設状況

・資料映像

水道事業会計は、次の３つに分かれています。

水道事業会計は、
次の３つに分かれています。
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第１回審議会のおさらい（令和7年８月27日）

【現状と課題】

・水道事業とは

・経営の仕組み

・会計の仕組み

・下松市水道事業の概要

・経営状況

・施設状況

・資料映像

水道事業会計は、次の３つに分かれています。

資本的収支（４条予算）の不足分を
内部留保資金で補てんしています。
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第１回審議会のおさらい（令和7年８月27日）

【現状と課題】

・水道事業とは

・経営の仕組み

・会計の仕組み

・下松市水道事業の概要

・経営状況

・施設状況

・資料映像
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第１回審議会のおさらい（令和7年８月27日）

【現状と課題】

・水道事業とは

・経営の仕組み

・会計の仕組み

・下松市水道事業の概要

・経営状況

・施設状況

・資料映像
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第１回審議会のおさらい（令和7年８月27日）

【現状と課題】

・水道事業とは

・経営の仕組み

・会計の仕組み

・下松市水道事業の概要

・経営状況

・施設状況

・資料映像
●水道料金収入の減少

●物価高騰等による費用増加

●原価割れ

●資金残高が減少傾向

●企業債残高が増加傾向

管路の老朽化が進行

重要度の高い基幹施設の

耐震化を優先的に進めて

きた一方で…

●管路更新事業に遅れ

→全国の中でも

経年化率

経営成績が悪化

下松市水道事業の現状と課題

高

事
故
の
リ
ス
ク
が

年
々
高
ま
っ
て
い
る

平
成
28

年
度
か
ら
純
利

益
が
６
分
の
１
に
減
少
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第１回審議会のおさらい（令和7年８月27日）

【現状と課題】

・水道事業とは

・経営の仕組み

・会計の仕組み

・下松市水道事業の概要

・経営状況

・施設状況

・資料映像

• 特集

「進む水道管の老朽化 更新が進まぬワケ」

広テレ！News（2023年10月30日）
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予測値実績値

10給水収益：水道料金＋メーター使用料

近年、本市の給水人口は減少に転じました。人口減少社会の到来や国内の状況を

踏まえると、長期的に見ても給水人口は今後も減少していくと予測されます。

節水機器の普及、進化が拍車をかけ水需要は減少し、それに伴い給水収益も減

少傾向になると見込まれます。

給水人口及び給水収益の予測
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水道管・年度別布設状況

管路

法定耐用年数を超えた管
||

リスク高 主に久保団地配水管布設 更新対象管路の増加

11

本市の水道施設は高度経済成長期に整備されたものが多く、更新時期を迎えてい

ます。水道管総延長は令和6年度末で約302kmに達し、法定耐用年数を超過した

管は約143kmに及び経年化率は47.30％になりました。

水道管・年度別布設状況
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法定耐用年数を超過した管及び経年化率（見込）

法定耐用年数を超えた管 経年化率

12

このままの管路更新ペースで実施すれば、令和8年度には50％を超え、令和15

年度には60％、令和21年度に70％に上昇する見込みです。

法定耐用年数超えた管及び経年化率の見通し



アセットマネジメント（資産管理）に基づいて、

水道施設の更新を実施していきます。

下松市水道事業アセットマネジメント

（令和５年３月策定）

13

アセットマネジメント手法

現有資産の状況を把握

中長期的な「更新需要」「財政収支」の見通しに

基づく施設更新・資金確保の方策を検討

健全な水道施設（資産）を次世代へ確実に

引き継ぐための指針を策定



水道アセットマネジメントとは

高度経済成長期に整備された

ものが多く、今後法定耐用年

数を迎えた更新需要が増加し

ていく見込み

多額の更新費が必要

14

水道施設(資産)例

浄水場

管路

配水池

それぞれの資産には、

法定耐用年数があります

（例：水道管は40年）

法定耐用年数：法令で定められた減価償却の耐用年数のこと
高度経済成長期：1955年～1972年



水道施設（資産）の中には、

法定耐用年数以上に使用できるものがある

例）ダクタイル鋳鉄管（法定耐用年数 40年）

管種によっては100年
※
使用可能と試算されている

※メーカー情報

15

水道アセットマネジメントとは

水道事業を取り巻く経営環境は厳しく、

水道施設を法定耐用年数で更新すると

資金不足に陥る。

人口減少
収入減少



腐食具合は？

優先度は？

考え方

法定耐用年数ではなく、施設の特性を踏まえた使用年数

（更新基準年数）を設定し、できる限り長期間使用する

ことで、将来の更新需要の抑制や平準化を図る。

16

水道アセットマネジメントとは

管の種類

地盤は良好？



更新基準年数の設定

施設区分
法定耐用
年数

更新基準
年数

建築構造物 ５０ ７０

土木構造物 ６０ ７３

機械設備 １５ ２４

電気・
計装設備

１５ ２５

管種
法定耐用
年数

更新基準
年数

備考

CIP

４０

５０

DIP ８０ 耐震継手

DIP-K ７０ 良い地盤に布設

DIP ６０ その他

SP ７０ 溶接継手

SP ５０ その他

VP ６０ ＲＲロング継手

VP ５０ ＲＲ継手

VP ４０ その他

PE ６０ 熱融着継手

PE ５０ その他

SUS ６０ 耐震継手

SUS ５０ その他

17

更新基準年数は、厚生労働

省（当時の所管省庁）の設

定例を参考に設定



40年間の更新需要：約337億円
（年平均約8.4億）
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今後の更新需要見通し
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40年間の更新需要：約220億円
（年平均約5.5億）

２つの更新ケースで試算を行いました。

約117億円
縮減

今後10年間
更新費用が約180億円
（年平均・約18億円

今後10年間
更新費用が約122億円
（年平均・約12億円）



アセットマネジメント試算結果

19

更新基準年数を用いたとしても、、

今後10年間で

年平均約12億円

の更新費用が必要

財源確保が課題

8.3

5.5

18
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法定耐用年数 更新基準年数

億

40年平均 今後10年間平均

直近10年間の年平均建設改良費

［約6.3億円］の約２倍



将来の見通し

経営基盤の強化
（財源確保）

が必要

20

給水収益の減少

施設の老朽化 物価高騰
費用増加

水道の
現 況



下松市水道事業経営戦略（令和３年３月策定）

中長期的な視点から経営基盤の強化と経営の健全化を図るために、令和３年３月

に「下松市水道事業経営戦略」を策定。策定から概ね５年が経過することから令

和８年３月の見直しに向けて調整中。

★経営の基本方針

21



経営戦略とは

水道事業を取り巻く情勢が厳しく

なる中、経営基盤の強化と経営の

健全化を図るため、平成２６年８

月に総務省が策定要請したもの。

22

人口減少

本市でも令和３年３月に

「下松市水道事業経営戦略」を策定しました

給水収益
の減少

施設の
老朽化



改定の目的

経営戦略策定以後、

さらに厳しい経営環境となっている

23

実施

（Do）

検証

（Check）

改善

（Action）

下松市
水道事業
経営戦略
（Plan）

●近年、行政区域内人口が減少に転じた

ことによる給水収益の減少

●大口ユーザーの撤退・物価高騰

策定から概ね５年が経過していることや、

総務省通知「経営戦略の改定推進について」(令和４年１月)

を踏まえて改定する。



計画の位置づけ

計画期間：令和8 (2026)年度から令和17(2035)年度までの10年間
24

「下松市総合計画」との

整合性を図りながら、国

土交通省が示した「新水

道ビジョン」及び、総務

省が策定を求める「経営

戦略」としても位置づけ

ている。

国土交通省
新水道
ビジョン

総務省
経営戦略

国

上下水道局

市

整合性
下松市水道事業経営戦略
（経営の基本計画） 下松市総合計画

反 映

個別施設計画
（実施計画）

整合性

下松市水道事業経営戦略＝中長期的な経営の基本計画



経営の基本方針

国土交通省の「新水道ビジョン」が示す水道の理想像の３つの観点を踏

まえて、経営基盤の強化・健全化を図り安定した事業運営に取り組む。

25

持 続

水道サービスの持続

強 靭

強靭な水道

星ふるまちの新しい輝きづくり
『水の輝きを創造し続ける』

くだまつ

安 全

安全な水道

1

将来

基本方針
～３つ～

2 3

水道の理想像



施策の体系

26

経営の基本方針を基に取り組む具体的な項目は、下記のとおりです。

強靭な水道

・耐震化の推進

・老朽化対策の推進

・災害対応の充実、

強化 など

安全な水道

・水道水源の保全

・水安全計画の適

正な運用

・水質検査の徹底

など

水道サービスの持続

・漏水対策の強化

・人材確保及び育成

・危機管理体制強化
・水道DX導入の推進（新規）

・水道GXの推進（新規）

・水道料金の見直し

など

安全 強靭 持続



強靭：水道施設の耐震化の推進

重要給水施設（医療機関・指定避難所・防災拠点）向け

への管路耐震化を計画的に進めていきます。

27

重要給水施設管路の耐震化イメージ図



強靭：水道施設の耐震化の推進

市内各ポンプ所の耐震化を計画的に進めます。

特に主要ポンプ所である「若宮ポンプ所」は耐震性と立地面にリスクが

あるため危機管理の観点から移設（新設）の計画を進めていきます。

28

■若宮ポンプ所更新事業概要

実施予定 令和８年度～令和１１年度

総事業費 約１２億円

現・若宮ポンプ所



強靭：水道施設の老朽化対策

老朽化した管路を更新基準年数（使用可能年数）に基づいて計画的

に更新（耐震化）を進めていきます。

29



強靭：災害対応の充実・強化

地震などの災害時における「市民の飲料水を確保」という観点か
ら、災害に備えて指定避難所に非常用給水栓の整備を計画的に進
めます。

30

非常用給水栓（出典：㈱北川鉄工所）

■応急給水栓整備

設置場所 下松市指定避難所

1基あたり 約250万円



持続：水道DX導入の推進

水道事業は、施設の老朽化

や職員の減少など様々な問

題が顕在化しています。

持続的な水道事業を実現

するためには、デジタル技

術を活用し、業務の効率

化・最適化を行うDXを推

進していきます。

31
DX：デジタルトランスフォーメーション



持続：水道GX導入の推進

世界的に二酸化炭素の排出

をゼロにする「カーボン

ニュートラル（脱炭素）」

に関する取り組みが強化さ

れています。

本市水道事業でも、脱炭

素化に向けた取り組みとし

てGXを推進していきます。

32
GX：グリーントランスフォーメーション



持続：水道料金の見直し

33

健全
経営

水道事業を将来にわたり安定的に継続して

いくためには、水道料金の見直しを行い、

経営の基盤強化を図ることが必要となります。



持続：水道料金の見直し

健全経営の維持と今後の投資に必要な財源確保策

34

３年～４年毎に料金水準の検証を行う

必要に応じて料金体系を見直す



目標設定することにより経営の基盤強化を図ります

35

項目
令和６年度
（実績）

令和１２年度
（目標）

令和１７年度
（目標）

料金回収率 ９５．６１％ １００％以上 １００％以上

給水に係る費用が給水収益で賄えるよう料金回収率を１００％以上になることを目標とします。

■採算性の確保

■企業債残高の抑制

項目
令和６年度
（実績）

令和１２年度
（目標）

令和１７年度
（目標）

資金残高（千円） １，４２０，８８１ １，２００，０００ １，２００，０００

安全な水の安定供給のため確保すべき事業運転資金として、１２億円以上の資金（１年間の給水収益相当
分）を確保することを目標とします。

項目
令和６年度
（実績）

令和１２年度
（目標）

令和１７年度
（目標）

企業債残高
対給水収益比率

３３０.３６％ ３５０％程度以内 ３５０％程度以内

世代間の公平性の観点から企業債残高対給水収益比率は、今後増大する施設更新や物価高騰等を考慮し、
給水収益の約３５０％（３.5倍）程度以内を目安とします。

■事業運営資金の確保



財政収支のシミュレーションをしています

計画期間内の収支計画について、現行の水道料金を維持した

場合と水道料金を見直した場合で財政収支を試算しています。
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改定時期：令和9年度

料金改定：県内で２番目に安い水道料金と同水準

・水道料金を見直した場合

・現行の水道料金体系を維持した場合



（その他）章の改正を行いました

現・経営戦略第６章では詳細な整備計画を記述していましたが、現在

「重要給水施設管路耐震化計画」等の個別施設計画で詳細を定めている

ため削除しました。
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・水道料金を適正化（改定）した場合

・現行の水道料金体系を維持した場合

新・経営戦略（令和８年３月策定予定） 現・経営戦略（令和３年３月策定）

第１章 策定の趣旨 第１章 策定の趣旨

第２章 現状と課題 第２章 現状と課題

第３章 将来の事業環境 第３章 将来の事業環境

第４章 経営の基本方針 第４章 経営の基本方針

第５章 施策の概要 第５章 施策の概要

（削除） 第６章 整備計画

第６章 投資・財政計画（収支計画） 第７章 投資・財政計画（収支計画）

第７章 経営戦略の事後検証と見直し 第８章 経営戦略の事後検証と見直し

※３月上旬にパブリックコメント実施予定



（その他）章の改正を行いました

国土交通省
新水道
ビジョン

総務省
経営戦略

国

上下水道局

市

整合性
下松市水道事業経営戦略
（経営の基本計画） 下松市総合計画

反 映

個別施設計画
（実施計画）

整合性

下松市水道事業の将来の見通し

第２回審議会のまとめ

給水収益の減少

経営基盤の強化（財源確保策）が必要

物価高騰
費用の増加

施設の老朽化
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• 令和８年度４事業会計当初予算について

• 下松市水道事業経営戦略の策定（改定）について
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令和８年度第１回審議会（４月以降開催予定）



40

ご清聴ありがとうございました
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